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成熟遺伝子型の異なるトマト緑熟果実の果皮色変動予測モデル
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1n ord巴rto dev巴lopa p巴ricarpcolor prediction model applicable to different varieties of mature 

green tomatoes. the CO， output rate. C，H， production rate. and pericarp color (a' value) of four tomato 
var允ties(Momotaro， PK331， PK353 and KGMOl1) were investigated during the storage of tomato at 

25
0 

C.νIOl11otaro and PK331 are normal lines， PK353 is a rin (ripening inhibitor) l11utant line. and KGM 

011 is an F 1 hybrid line between PK331 and PK353. Time course analysis revealed the significant 

effect of the different varieties and individual tomato samples on the monitored paramet巴rs.However， 

changes in the p巴ricarpcolor of the different varieties of tomato. except PK353， correlated we11 with 

the cumulative -ethylene production. Consequently， a math巴maticalmodel for predicting the pericarp 

color of each individual sample on the basis of its cumulative ethylene production was developed as a 

sigmoid“type function. Calculation results obtained by using the model and by considering a11 the data 

of three varieties -all the varieties other than PK353 -showed a high correlation coe妊icient(R' = 

0.97). Therefore. there appear to be a possibility of developing a method involving the use of the 

model with cumulative ethylene production as a variable for predicting changes in the pericarp color 

of tomato fruits of all varieties. 

(Received Oct目 25，2010; Accepted Jan. 17， 2011) 
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トマト 1111変異遺伝子，エチレン生成量，身毛皮色，予iJ!iJ式

トマトは主要な青果物であるだけではなし遺伝子解 行われており，日本における2009年3月3]日現在におけ

析における重要なモデル作物の一つである。国際協調研 る登録品種数は，果菜類の"1'で，いちご，りんご，もも
究体制のもとで国際ナス科ゲノムプロジェクト (SoU に次いで4番目に多い3)。また，変具体が多く知られて

が進み1l ，現H寺点で解読されたトマトの遺伝子のが~ 8割 おり，成熟に関する変異体として，rin (ripening 

がweb上で、公開されている2)。 また，品種開発も活発に inhibitor)， 110r (nonripening)， Nr (never ripe)などが

本 l 干305-8642 茨城県つくば市観音台 2-1 -12 
!3 Corresponding authol¥E-mail ・shiina@affrc.go.jp
* 2 〒329-2762 栃木県那須坂原市i山富山17番地
キ3 〒252-0880 神奈川り;L藤沢市f色井野1866
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ijJI:jc対1まえとして良くmいられる.1)分。
カゴメ(株)総合研究所では， 72j日持ちが1:トマトの開発

を 1::-1的として，ril1~主災系統を用いた交配により，複数

のRIN/rinJ宣{云子型のF1系統を育成した九 これらのト

マトは.ïI常に j北熟し，かつ 1=11~) ち性が耳石いという特徴を

治しており，そのr.I"で、品質のよい系統が・KGMOll' と

して 2005年に!日午~l i'í~録されている 。 ・ KGMOl1'につい

ては， リコペン含量， PG活性，エチレン生成速度など，

様々な成熟に関連する項flにおいて，通常主'!とrin変典

型の1'1"r:n的な特徴を示すことが半!日すされている61，iI。
農産物'般に関して，流通H守の物型i!的指傷を低減し，

尚品質な状態で消費者-に供給するためには，流通過れに

おける外観， 使さなどの変動を予測し，平利|リlυj朋目H時寺のJ品八

i最走r日5となるような条F何|のj解1仔卯T引|明y引!がi旦Ii当弘以;2:Jeでで、ある。従米， トマ
ト果実は迫熟!日l始時期がぱらつくことから，線熟

(Mature Green， MG)果の追熟変動予iJliJモデルの作成

は困離であると幸I~ ~.'l. されている 8)0 'J:I， トマト来尖の

来実硬度および来j文色に|共!する精度のよいモデルが作成

されているが9)，10)，その予iWJ式のパラメータには生物

学的な年齢 Ut占|々 の栄:笑において， 一定の熟度に雫るま
でのH制1:¥1)が導入されており，追熟開始日寺JlJJの予iWJを旧

避している。また，式の4目質上， 1同体系を表現すること

は不可能である。2作者らは， J:!;日I~11)において， トマト

果実・桃太郎‘の追立~~~)'.'I~ を詐梨11 に検討し，和賞エチレ

ン引二成長を用いることで， MG)f~の迫熟 1:1' の果皮色，米

~三硯!立の変化を予ìWJ できることを示 した。 トマト採集の

迫熟j品税における品質変動を予測することができれば，

流通Illj~ 性の向い品秒の選抜や 1"':) 品質トマトの流通技術の

開発カf期待できる。しかし，この手法が・村t太郎・以タト

の品取に適応、で、きるかどうかについては不明である。

そこで，本側究では， 白桃太郎¥ ‘KGMOll'および

'KGMOll'の親，'dlH( (母系 'PK331'，父系・ 'PIく

353' )を対象として， 二階化炭素矧11:'..iili位，エチレン生

成速度および、よf!:皮のa*1rLi(亦さの桁t:"ii)の変動について

詳細な解析を行った。また' それぞぞ、れのJ品'ii品日白i
fi和1!点!1i勢算-エチレン生成主量:を}月rJいしい、たa*傘{他i班む変動予il訓測W則!り!IJ式を作}成J必比.前三
価した。さらに， 42なる成熟遺伝子をもっトマト品種に
も適):IJ可能なa*1rE¥変動予iUlJ式について検討した。

実験方法

， .供試材料
(， )品種 実験には， 'PK331¥'PK353¥・KGM

011' および‘桃太郎.の4品種をJlJし、た。

‘PK331・は，カゴメ(株)所有の育成系統に通常遺伝

子型 (RIN/RIN)のマスター 2号を交配して得た通常

遺伝子山の選抜系統で、ある o

'PK353・は 1117迫伝子をホモ (ril1/ril1) でもつカリ

フォルニア大学所布のLA3012に，カゴメ(株)所有の育

成系統を交配して得た室典型 (rin/ril1) の育成l171極で、あ

る。LA3012とIliJ織に1111変災逃伝子をホモでもつため，

五i'0..!I次化が進行しないことが特徴である。

'KGMOll' は， 'PK331・をt):系， 'PK353' を父系に

もつうとキ[f;，'品麗で、あり 1111遺伝子をヘテロ (RIN/riη)で

もつ。品種特性としては，正常に成熟し唱かっ日持ちが

よいことが報告されているs)-i)。

( 2)供試材料 {)日式材料には，栃木県那須梅原市内

のカゴメ (株)総合似究所で温主栽桝されたiVIG栄を用い

た。実験前日に大きさ，形のそろったtvIG呆を収稚し，

茨城県つくば市の食品総合研究所まで釆JFJ車でI陥送後

(!liIii)送n守IMJ約 3h).設定I侃!主25.Cの恒il乱庄内で12-18時

1:1Jf~~泊二し，日， i日品m整を行った。 hii 内 ì!i1!J止はなりゆきであ

るが，似品&11"は段ボール粍iにポリエチレンフィルムをか

け，オくうfの主主1技を制力作pえる対策を行った。なお， MG 

よ!!:(まMG1-MG4まで分組することが可能であるは}。 本

尖験の供試材料はL!![紺11)と同様に日悦および質詑によ

る選別のみを行い， 1mイヒ後日数などによる詐刺11な熟度制

強は行わなかったが，本実験で入手したトマト栄夫のrl-l

からランダムに例イ小を選び，収佐直後にその内部を収穫

!立後に制祭したところ，すべての果尖がMG3 (了'**II

織がゼリー状かつ綿色)に分類された。保政実験にJIJい

た民尖もMG3と問機な成熟ねJjtで、あったと考えられる。

また，品種特性をiHイlIiするため，桃熟来 (Pink，P浪人

完熟来 CRed，R果)も l'iJ.J'j((に供した。実験に供した

'PK331¥'PK353¥ ・KGMOll および・桃太郎.の

平均質量は，それぞれ134.2I 8.6， 1:33.6 I 11. 2， 122.4 

:!: 5. 2および93，0I 8.6 gであった (:!:以卜ーは標準偏差)。

2.イ呆蔵条件

トマト栄実は， トマトのl愉送に)f]いられるパルプモー

jレドトレーを放いた段ボール折、lに栄夫を詰め，ポリエチ

レンフィルムを被せた状態でイル践した。H千i吸およびエチ

レン '-1"， 1主 j創立測定川のよ1~jj.f は， iWJ7.i::iiijーのハンドリングに

よる物足I!的な刺激がiWJAL結果に及ぼす影響l:l)を避ける

ため，後述のiJliJi，江川チャンパ1)'，)に人れた状態でf仰はした。

保I~~ìl"'t肢は設定ìJ，.'d:it 25t とし， 予備実験により設定温度

とJ!h'Ikj iJ"'l J支および:'12hi~n~ü立後の県尖 MliJ"t との差が0.5'C

以内であることを体認した。保政j洲町は，果実が完全に

治色し，その後のa*{[[の変動が十分小さくなるまでの期

間として，最大27[11日jとした。

3.測定項目

各トマト品純の迫熟特性を詐官l1iするため， lvIG果をm
いて二際化炭素羽l山速度，エチレン生成速度，果j文色に
ついて，経11守変化を測定した。

4.測定方法

( ， )二酸化炭素排出速度，工チレン生成速度 試料

果災を，恒iJii't家庄内に設置ーしたアクリル製のチャンパに

密閉し.ガスタイトシリンジでチャンパ内ガスを 1meJ'手
取し，密閉直後， 1h後および2h後のガス濃度をiJ!lJ定

した。なお，品相の特't<I'iW制lill4Jには 5佑|のサンプルを容

干}t*'J3 e のチャンパに，来ちた個々の追熟特 'I~I 前守illill~Jーには

占!!:突を符f1!tk!J 1 eのチャンバに入れて，それぞれiW同ごし
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結果および考察

1. トマト品種の熟度特性

災なる熟度(tI'IG来， P来およびR来)で収穫した各ト

マ~ ，'(('，粧の二酸化此紫:lJI:11¥ 速度をFig.lに示す。 'PK

353' 以外の 3品干Ifiは， P占~において|呼吸速度が高い，

いわゆるクライマクテリック引の|呼吸特性を示した。ー

ブ]'， 'PK353' は，熟度の速いによるl呼吸速度の差異は

ノトさかった。

エチレン生成辿度のiWJ定結以:をFig，2に示す。エチレ

ン生成速度をdill種間で比絞すると，呼吸速度の結果と傾

向は同級であったが，品種目jおよび熟度による差がより

顕著であった。すなわち，・KGMOll' のエチレン生成

jili肢は 'PK331'および・桃太郎 のそれの 3分の l松

j主であり， 'PK353' では，いずれの熟度でもエチレン

トマト緑熟栄の米l皮色予iJ!lJモデル文〕〔事I~( 15 ) 
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た。 また，チャンパの街 I~J性については，事前に漏れの

チェックを行い， f:.lj fffiないレベルであることを確認した。

二般化jぷ索の分析にはガスクロマトグラフ (島沖製作所

製， GC-6 A，カラムは尚津製作fifr製， ZY-1) を!日い，
キャリアガスはヘリウム (iiitln:60me.min ')， {会I'L¥出は

TCD，カラムi!"tJ立およびヨNJ/DETil乱肢はそれぞイ1.70，

80'Cとした。エチレンの分析にはガスクロマトグラフ

(，1訪山一製作所製， GC-8 A‘カラ ムは品 ì~ll 製作所製，

Porapaq N) をJi'Jい，キャリアガスはヘリウム(流古川O

me . min ')，燃焼ガス は水素，検出*十はFID，カラムjjii
j主およびINJ/DETil~UJtはそ れぞれ140 ， 160.Cとした。

測定は，官|羽直後および2h後に行い， iJ!1j定終 f後に県

災伯|々の質主およびイi材質 (水置換法)を測定した。そし

て， 1正字li111と同総に，作持1)'.1のガス濃度変化平均l}t休右ji

および翌tiltから， (1)式を)IJv、て11ヂI!&速度， (2)式を

JiJいてエチレン生成述J主を，それぞれ算11'，した。

d Cc x (¥1υ-¥1) xρc 
(1) 

HFxTxNIxt 

PK331 

Oata arc gi¥'cn in th巴formmcan士S.O.(11=0 5) 

PK353 
O 

d CE x (¥10 -¥1) X PE X T" 
x 10:';…・・…・・・・・・・ ( 2 ) 

l() ~ x T x NI x t 

ここで， Qc: --.1液化炭素排出i主!主 (mg. kg"・h')， 

Q I ・エチレン ~L:h記述度 (μg' kg"・11")，dC:ガス濃度

差(%)，¥10 :チャンバ符稿 (e)，V 朱実体和 (e)，

p:方、スの常!主(g. e ')， T : il!1j定ilit't1主(I()， Tu : 273. 15 
(K)， M サンプル質lf::(kg)である(添え字のCは二

酸化炭京， Eはエチレンを表す)。
( 2 )果皮色 トマト12'丈の着色の指棋として， L *a '*' 

b*1と色系における a寸前を )IJ し、た。 ;，f~実赤道部の 2 か所

についてiWJji:を行い，その平均他を果実の色の代表作'jと

した。終11守変化を測定するサンプルについては，測定1日1

1肝をマーキングし， 'l;~. に|百I じ位 i置をìJ!れとした 。 ìJ!1j，とには

枯分J;j(式分光iJlljfu言l'(スガ.;式験機製， MSC -] S-2 D) 

を)IJv、た。

( 3)追熟予測モデルの作成，評価 トマト果実の迫

熟にかかわる遺伝子発以の誘導，市'1"1化においては，エ

チレンが主主jな役;ifリを来たす川一問。 また，H!lAli"l(こおい

て， 1呼吸速度，エチレン生成速度，似政H数と茄色の関

係について検討したあli採:， :，Htt.~rエチレン生成量が栄J立色

(a *値)と最も I"':Jし、キFlI羽を示した。そこで，和第一エチレ

ン生成誌を独立変数とし，下記のシグモイド型山線で表

されるトマト娘実のa• 11Mの予iJ!1j式をイ乍成した。

PK331 PK353 KG1dOll Jvlol11otaro 

Fig. 2 Comparison of the ethylel日巴 production rate of 

tomato巴s(cultivars PK 331， PK 353， KGivl 011 and 

ivlomotaro) harvested at the mature green (lv[G) ， pink 

(p)白川drecl (R) stages and stor巴dat 25'C 

D日te¥日regivel1 in th巴formmean:t S.O. (11 =0 5 ) 

A=一一立一一+c・・・・・・・・・・・・・・・…..・・口・・・・…・・…ー・ ( 3 ) 1+。ぃ".r)

ここで， A: a'似 (一)， x: 存ít-$:エチレン生成長~: (μg) ， 

a， b， c 最小ーー釆itにより算出される定数である。積
算エチレン作成長を変数とする(3 )式を用いてf他を

予測し，尖iWJ1it[と予iJIIJ他の決定係数および際平偏差を求

めた。また，品種ごとの予測式を作成すると ともに， PK 

353を|徐く 3I'I1'，{-iJ(の測定データを川いた統一的な予測式

の作成を試みた。
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2.積算エチレン生成量によるぜ値の予測

( 1 )積算エチレン生成量とぜ値との関係 個別の

MG:lí~のエチレン生成速度および、a*fiMの変動の経時変化

をFig.4， Fig. 5に，積算エチレン生成量とa*fn自の関係を

Fig.6に示す(・桃太郎 のデータは， 'PK331・と類似
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Fig. 3 Comparison of the a掌 value among tomatoes 

(cultivars PK331. PK353， IくGtvl011 and Momotaro) 

harvest巴dat the mature gre巴n(:..IIG)， pink (P)， and red 

(R) stages and stored at 25'C 
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Fig.4 Changes in the ethylen巴 productionrate of five 

individual tomatoes (cllltivars PK331. PK353 and KGM 

0]]) harvcsted at the mature grccn stage and stored 

at 25"( 
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Fig. 5 Changes in the a * vallle of five individual 

tomatocs (cultivars PK 331， PK 353 and KGM 011) 

harvest巴dat the matur巴 gr巴cnstage and stored at 
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はほぼ検出限界以下の濃度であった。

a *fî~ の ìJ!lJ 定結栄をFig.3に示す。 a* fiEIは，成熟の進行

にW"、IW力11した。[:[悦によ る観祭で(j:， ・KGMOll' の
果皮色は， 'PK331・および・桃太ms・と比蚊して若干
赤l床がil~l: かったが荷、色の指掠である a*fr((の傾向も同様

であった。 'PK353'については，成熟の進行により栄

j文色が黄化したが， a*filjの明力11はほとんどみられなかっ

た。東尾ら1(;)は，通常兵'1のトマト 5品種について a*

イ'raの変動に及ぼす15河~(の影響は小さいことを半11 在してい

るが，本初|究で月1し、た逃伝子山の11なる!日l極に|見lしては，

a * frLlの変動パターンは品種ごと に大きく153なった。

以上の結果より，今回{jb試した 4 1 '171磁のトマト来~の

追熟に仁1"うH手I吸速度，エチレン生成j単位 a*仰の変動特

性は，遺伝-f引によりI:.き く災なることがlりjらかとなっ

た。KfTJ¥G.. ¥WAら;;)は，リコペン生合成に11Jillする酵素

であるPSY，エチレン生成に|主!わる醇素であるACS2

およびACO1の前七1:について検討し， ‘KGMOl1'では，

'PK331'と比較してこれらの酵素活性が低下すること，

そして 'PK353' ではほとんとす古性がないことを報告し

ている。本研究において測定したH乎|以速度，エチレン生

成速度および、f他の熟度間の i!~~は，いずれも 'PK331'

-桃太郎，> ‘KGMOll' > 'PK353' であった。す
なわち lin遺伝子をホモ (rin/ri川でもつ 'PK353'

では熟度がH乎l肢特性， a'friIに及ぼす影響は非常に小さく，

Iin遺伝チをヘテロ (Rin/ril1) でもつ‘KGMOl1'は，

親品種の1:1:1間的な特性を示すことがT1'M認された。

ところで，収秘直後のMG果， P来およびR栄と， IvIG 

呆の追熟によりP来およびR果となった栄笑との問で，

二階化炭素羽|出速度，エチレン生成速度およびγ1i~( には

明石'(1な差はみられなかった(データ省 111台)。すなわち，

今回のiJ!1j定に)11いた来実においては，樹上における成熟

と f~~ÌI迩 Itl における迫熟との設は小さいと考えられた。

Data are given in th巴formmean:!: S.D. (日=5) 

40 

30 
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353' 以外の 3品稀については，ポ:Jい決定係数が何ーられ

た。 'PK353' については，相関は会くみられなかった。

これは， 'PK353・では，エチレン生成量が検出限界以

|ごで， しかもど備がほぼ一定であったこと に起凶する。

ブム 'PK353' を除く 3rW，干草のテ'ータをJtJいてイ午j正し

た子il!lJ式(統一予iJ!IJ式)は品i

と同t綴品に，高い決定係数がfぜられた(決定係数:0，97)。

これは，遺伝子型が災なる トマト品種にも適用可能なかL

川追熟予iJ!iJ式が作成可能であることを強く示唆している。

一方，それぞれのJJI聴における測定他と統--fiJllJ式によ

る下il!lJfll[を比Ij!文すると (Fig. 7)， ・桃太郎'では実iJliJ{1M. 

>予il!lHil:[， 'KGMOll'では実iJ!!J値<予il!lJ値となる傾向
があった。積算エチレン生成託とa*{砲との関係には，若

|の品H(IIIJ差が存在する可能tlがある。また， 11if述のと

おり， ・KGMOll' におけるa*fiiIの依存冬到達点は桃太

郎 および 'PK331' より低かった。そのため， l(eJtJj保

政11刺こは， 1~~ 1i定後JfJJ において 'KGM011' のf値の実 iJ!1J

fí![ と予 ìJ!iJ他にずれが~I~ じることとなる 。 実用性を考えた

トマトi依然呆の栄j主色予測モデル文〕

であるため省略)。なお， 'PK353・については，

1=1の経11寺変化がほとんど認められなかったため，

で測定を終了した。

'PK331' は， ‘KGMOl1'と比'1決して，エチレンλ|リJl(:

速度が明らかに太きかった。また，a *{砲の増加lが171く，

~~終的な a*{i砲の イïM も大きかった。 これらの対決は，

Fig.2および、Fig.3で示された各熟度におけるトマト J!日可1

特性の傾向と同様であり，追熟特性が品種により大きく

異なることが硲認された。 ブ}，迫熟特性が大きく !;!ISな

るにもかかわらず，積算エチレン生成l立とa*{uむとの|立j係

は，いずれのトマト品種においても同級であった。すな

わち，日t報 11 1で報fh した和 í~Cエチレン生成J歪を JR隙とし

たf値の変動予i!!!Jは， JJ1析が異なってもj白川できる可能

性が示された。

( 2 )ぜ値の予測式の評価 Table 1に. ，W，Hiごとの

データもしくは 'PK353'を|徐く 3"11"杭全部のデータを

用いて作成したa• {rl1の予iJ!iJ式の定数 (a，b， c) および

計算他と失礼!!J値の決定係数，弘~{ i1/誤差を示す。

iJ!iJ定瓜

14卜Itm 

〔平H( 17 ) 

'PK 

Table 1 Evaluation of the feasibility of precliction moclels for the pericarpじolor(a * value) for four varieties 

PK331， PK353， KGt¥'IOl1 and i'-1[0l11otaro d巴notcthc prcdiじtionll10clcls fOl・thcdi[[crcnt val・ieLIes.ancl UM dcnotcs a unificd 
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場合，完熟以降のfイIElの予ij[ljの必要性は低いと考えられ

る。一方，より町村;)主の予測を行うためには， J111極ごと

のf値の最終到達点をパラメータとして内包するニfij[lj式

の開発が必要と考えられる。

ところで，追熟によるエチレン生成およびγ仙のl(fiJJII

がみられない 'PK353' については，本研究で検討した

予測式はi盛山できない。'PK353' と同様な成熟4;¥性を

示す品種の追熟特性の予ij[lj式を作成するためには，エチ

レン牛成主および、a*1iu以外を指椋としたモデルを検討す

る必要があるだろう 。例えば. トマト果実の栄皮色変化

は，リコペン含量変化およびクロロフィル含量変化の:

つの現象で表現できるヘ 'PK353' の成熟による!It化

は，緑色色素であるクロロフィルの無色成分への分解lil

が一閃と考えられる。すなわち，クロロフィル合阜の下

ij[lj手i1を開発することで， 'PK353・のようにエチレン，
リコペンともに生産しないJill般の栄J5z.色予ij[ljモデルを作
成することができると思われる。

(3 )今後の検討 以上より，積算エチレン生成-iil:を

独立変数としたトマトMG栄のa*111'[変動予測式は， li~ 'i;~・

に成熟するll111種で、あれば， )成i主比井熟九i造[立H弘1.，下j刷t刊1カが{J児耳なるA山川l/刊I
ついても適}ハ川rJでで、きる可可-能性が不された。この手法をiIJし、

ることで，椋々なトマト品村[について， ?i'i ~'fll~j の-Ef~J主色

を恭ì\fó とする外観品質と流通J~jIIIjを考慮した収碓11';iJWji)~ 

7とが谷易になるとJtJj作できる。

謀者ら(;1:，・4兆太i!15' トマトのMG果について，杭算

エチレン生成長:をJTJいて果実傾)立を予測することが可能

であることを :f=lifl~. している}九 右げ下エチレン II 成主;ーによ

る栄実fct!度予測が多くのトマト品粧にj白川可能で、あれは¥

和算エチレン生成j;i ，米j文色，井~~fÎ.IJ! J主に l 1kjするデータ

を11"R仰することで， トマト新j必品科lの栄~{J史度予 ìj[lj モデ

ルを作成することがnfiiEとなる。共uミ有tJ立T'il!iJ仰を愉送
iilHtlの指標に)11いることで，物理的損傷発Lkが少ない低

コスト流通システムを fiHイ~に設計することが可能になる

だろう。今後は， .f-;fι々 なトマト品種について， ~í'色， ~~ 

笑似度変動などの成熟特性の下il!iJTi，去に閲する知見を蓄
積していくことがWJ持される。これらの知見を利jりする

ことで，最適収穫時期の決定，緩衝包装設計を行うため

のJ1イ本的な手111ftについて検討することが可能となる。さ

らに，このー辿の千法を他の迫熟性背栄物へ適ilJするこ

とで，背呆物の高品質，低コスト物流システムの構築が

可能になると考えられる。

要約

本研究では， jf常に成熟する 'PK331'，1正常にh比jJ}，

しない1'/11変呉系統で、ある 'PK353'，そのF1 M，種であ
る KGMOll' (いずれもカゴメ(株)所有の育成日航)

および‘桃太郎・を対象として， I呼吸述度，エチレン生

成速度および、a*1fl:[について枠組|に解析したo また， トマ

ト栄突の最適流通システム術築のための基礎的主11見を何

ることを目的として，各トマト品科の緑熟来について，

手:;lt~=エチレン ~I" 成五::をJI:Jし、た迫熟予 ìJ[lj 式をイ午成・割引Iii し

た。その結14，以卜のj、11児を得た。

① 'PK33l¥ ・桃J.:.1'~1\.の緑熟栄は，追熟1:1:1に典型

的なクライマクテリッ ク却の l呼吸速度，エチレン ~t

成速度変動をボした。また，エチレン生成の卜釘fと

ともに，ZLi敢にa'111[がJ'.flした。

② 'PK353' の緑熟栄においては，保蔵'1'にH引段j主
j主，a*1it[の変動はほとんどみられなかった。また，

エチレン生成琵は枚1-1'，限界以下であった。

① ・KGi¥lIOll'は呼吸速度，エチレン牛成速度 a*

仰のいずれにおいても .XJL品種('PK33l¥'PK 

353' )のq'IIIU的な特'1"1:を示した。

① 個別占14 :支の砧t~ーエチレン生成長と a*1iuとの関係か

ら，品種ごとにシグモイドι1のa*11むの予jj[lJ式を作成

・許制liした。その紡米， 'PK331'， 'PK353¥・KGM

011' およびがh太郎'における計算1nむと実jj[lJ他と

の決定係数は，それぞれ0.99，0.06， 0.96および0.99

であった。

① @ と|ド同fi寸iJ什Jtjf~ な干法により P町K353' を|除徐く 3A品i

べてのデ一夕をjハ川|リjいたa*ゾ噂吋1イ似I1ρl行fの二予]子三ηl測l!川l目u式を行作:)成ぷしたG そ

の品11i栄， ~ I計:併[と尖 jJllj11[( との決定係数は， 0.97であ

った。

以上の*i'i ;'，j~より， トマト品布fの迫~M'1j什l'j，は，成熟にか

かわる逃在、 [-WJにより大きく災なること， 'PK353'以

外のiF:i;¥，に成熟するJiiiifl砧については，砧t):エチレン'1・:Jぷ

;iieを独立変数として， ~IIS なる成熟jEIイiJ型の トマト品種

にも辿)Ii可能なa* 111[変動の二子j)!IJ式の行二!戊がI'JfiEて、あるこ

とが不された。
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